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ＢＭＡｌｉｂｒａｒｙＴｏｎｙＭｃＳｅａｎ セ

１。はじめに

ＴｏｎｙＭｃＳｅａｎ氏は、現在英国医師会（Ｂｒｉｔｉ－

ｓｈ Ｍｅｄｉｃａｌ Ａｓｓｏｃｉａｔｉｏｎ）の図書館の館長と

して、活躍している人で、２０００年７月２－５日

にＬｏｎｄｏｎで開催される、第８回国際医学図書

館会議（８、ｈＩｎｔｅｒｎａｔｉｏｎａｌ Ｃｏｎｇｒｅｓｓｏｎ Ｍｅ－

ｄｉｃａｌ Ｌｉｂｒａｒｉａｎｓｈｉｐ）の組織委員会におい

て、中心的な役割を果している人であ る。今

回のセミナーの開催は、彼が来日したのを機

会に、（株）ユサコのお世話により企画された

ものです。

日本医学図書館協会（以下 「協 会」と略

す） は、東京地区で６月２２日に開催すること

になった。しかし、彼が翌日の２３日も時間が

あいているとのことであ ったので、急建（株）

ユサ コの増田豊氏と相談の結果、関西地区で

も開催することになった。セミナーは近畿地

区医学図書館協議会、近畿病院図書室協議会

およ び（株）ユサコの三者共催で大阪歯科大学

図書館のお世話で開催することになった。 参

加の呼びかけは、薬学図書館協議会や西日本

の医学図書館関係者 にも行った。急な話で

あったため、予算 もなく通訳も増田豊氏にお

願い し、大阪歯科大学図書館の榊館長および

伊藤課長のご好意により何とか会費は無料で

実施 することができた。その結果、九州、中

国地区からも参加していただき、４４名の参加

者があった。
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へ ナーを開催して

２。セミナーの内容について

スピーチ１「ＢＭＡにおける電子ジャーナ

ルについて」

英国医師会（ＢＭＡ）の創立は１８３０年であ

り、その設立の目的及び活動の概略について

の話があった。次に英国における医療制度に

ついての話があり、その中で英国の国民医療

保険制度は、１００％税金でまかなわれており、

初期治療から専門治療までほとんど無料で患

者に対してサービスされているとの説明が

あった。日本の医療保険制度との違いを感じ

させられた。３つ目の話は、英国と米国の医

療情報提供システムの比較についてであった。

米国はＮＬＭを中心に全国医学図書館ネット

ワークシステムが整備されており、医師、患

者、市民に対して、必要な医療情報が的確に

提供されている。しかし、英国では、各医療

情報提供機関がパラパラであり、それぞれの

機関が独自の医療情報を提供しているとのこ

とであり、今後それぞれの機関が協力し合っ

ていかなければならないと強調していた。４

つ目の話は、ＢＭＡの電子図書館構想につい

てであった。英国の医療情報提供サービスの

不満を解決するための方法として、電子図書

館構想が生まれたといわれている。この構想

は、まだ緒についた段階でこれから具体的な

活動を展開するとのことだった。

５つ目の話は、電子ジャーナルの選び方に・

ついてであった。もっとも重要な要素は、そ

の電子ジャーナルの質であり、そのジャーナ

ルのＩｍｐａｃｔＦａｃｔｏｒを知るのも重要である。

また、重要なこととして、そのジャーナルが

厳しいレビューを受け、質の高い論文がどれ

だけ掲載されているかをみることであると力
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説した。

いずれにしても、電子ジャーナルはで きた

ばかりのこれからの新しいメディアであり、

利用者にとっても出版社にとってもまだまだ

発展途上であるとの説明であった。

スピーチ２．「第８回国際医学図書館会議の

意義について」

２０００年７月にＬｏｎｄｏｎで開催される第８回国

際医学図書館会議についての、準備状況や会

議内容について スライドでの案内があった。

Ｔｏｎｙ ＭｃＳｅａｎ氏は、同会議の開催について８年

間携わってきた人で、この会議では国際的に

活躍している人で、今回の会議を主催する中

心人物である。その彼と今回のセミナーで知

り合ったことは、大変意義深かったのではな

いだろうか。なお、協会として、この会議へ

の参加のためのツアーを企画しているので、

たくさんの方がＬｏｎｄｏｎへ行かれることを期待

します。

３．Ｊｏｕｒｎａｉ＠Ｏｖｉｄのプレゼンテーション

スピーチ１とスピーチ２の間のコーヒーブ

レイクにＫｉｍｂｅｒｌｅｙＡ．Ｓｃｏｔｔ女史によるＪｏｕｒ－

ｎａｌ＠Ｏｖｉｄのプレゼンテーションがあった。米

国Ｏｖｉｄ社が提供するこの商品は、科学・技術

・医学雑誌の４ｏ以上の出版社と同社が提携し、

４００ｔｉｔｌｅ以上のｆｕｌｌｔｅｘｔがインターネット

を経由して利用できるものである。契約料金

が少し高いのではと思うが、日本におけるａｇ

ｅｎｔは（株）ユサコである。商品の詳細につい

ては、同社にお問い合わせ願いたい。

４．レセプションについて

レセプションは、ＴｏｎｙＭｃＳｅａｎ氏が当日折

り返 し東京に帰 る予定 と聞いてい たので、

４：００～６：ＯＯｐ．ｉｎ．と早い時間に設定した。 し

かし、彼はその日は大阪に泊まり、翌日関西

空港か らＬｏｎｄｏｎへ帰国するというようにスケ

ジュールを変更していた。レセプ ションは、

附属病 院のプラザ１４（１４Ｆ）で開催された。進

行は、和歌山医科大学図書館事務長西村信和

氏にお願いし、近畿病院図書室協議会事務局

長の小 田中徹也氏（国立京都病院図書室）、

大阪歯科大学図書館館長榊徹也氏の挨拶の後、

九州より わざわざ参加いていただいた、九州

大学医学部分館専門員園田國昭氏の乾杯で楽

しく始められた。会場からは大阪城が一望で

き、ＭａｃＳｅａｎ氏やＳｃｏｔｔ女史に も満足していた

だいたようである。

懇親会にて Ｓｃｏｔｔ女子とＭｃＳｅａｎ氏

－１８２－



５。二次会について

Ｓｃｏｔｔ女史は途中で東京へ帰られたが、Ｍａｃ

Ｓｅａｎ氏は、先にホテルまでお送りして二次会

へ招待しました。当日は雨がパラついていた

ので、梅田の地下街を歩いて会場の梅田北の

ミューヘンヘ案内した。途中このような大き

なｓｕｂｓｔｒｅｅｔはＬｏｎｄｏｎにはないと言 っていた。

さて、二次会で は、榊館長の前席にＭａｃＳｅａｎ

氏に坐っていただいた。女性 も含めて１０数名

で、 ワイワイガ ヤガ ヤと楽しい飲 み会が 始

まった。彼は、我 々関西人は、大変ｆｒｉｅｎｄｌｙ

であ ると感激していた。また、大阪の料理は

東京 に比べて大変おいしいとも言 っていた。

彼のお世辞か もしれないが、二次会での印象

は良 かったようであり、その後７月 の再会を

約してお別れをした。

－１８３
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６。三次会について

帰りに、榊館長の行き付けの梅田新地の上

品なスナックに元気な者が出かけご厄介に

なった。久しぶりの新地の雰囲気に酔い、私

かＪＲ山崎駅に辿り着いたのは、もう日付が変

わっていた。まさに午前様のお帰りである。

了。おわりに

二次会、三次会の支払いはすべて榊館長に

お世話になった。会場の準備からすべてにつ

いて、大阪歯科大学の榊館長、伊藤課長およ

び館員の方 々にしていただいた。ここで、改

めて厚く御礼申し上げます。また、増田氏始

め（株）ユサコの関係者の方 々には今回の関西

地区開催にあたり、何かとご尽力いただき誠

にありがとうございました。

２０００年７月には、時間と金があればＬｏｎｄｏｎへ

行きたいなあと思っております。
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